
要
旨
南
源
性
派
へ
の
手
札
（
「
白
水
郎
子
紀
行
」
所
収
）
の
中
で
、
惟
中
は
自
分
の
こ
と
を
「
假
儒
」
と
称
し
て
い
る
。
彼
の
い
う
と
こ

ろ
に
よ
れ
ば
、
若
い
時
江
戸
で
菊
池
耕
斎
と
檜
川
半
融
軒
（
経
歴
未
詳
）
に
従
っ
て
儒
を
学
ん
だ
こ
と
が
あ
る
と
い
う
。
そ
の
遊
学
の
詳
細
に

つ
い
て
は
、
定
か
な
こ
と
は
分
ら
な
い
が
、
耕
斎
は
羅
山
門
の
儒
者
で
あ
り
、
惟
中
は
羅
山
の
孫
弟
子
に
も
数
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

直
門
の
師
承
で
は
な
い
が
、
惟
中
は
著
述
の
随
所
に
お
い
て
林
家
の
学
を
受
け
継
ぐ
姿
勢
を
示
し
て
い
る
。
彼
の
著
わ
し
た
「
徒
然
草
直
解
」
・

「
真
字
徒
然
草
」
に
は
、
羅
山
の
「
野
槌
」
は
勿
論
の
こ
と
、
「
羅
山
林
先
生
文
集
」
、
「
本
朝
神
社
考
』
、
林
鴬
峰
の
「
日
本
脚
事
跡
考
」
、
林
読

耕
斎
の
「
本
朝
通
史
」
、
林
梅
洞
の
「
史
館
茗
話
」
な
ど
、
林
家
三
代
の
著
作
が
揃
っ
て
引
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ほ
ど
林
家
の
学
問
を
信
奉

し
た
例
は
、
近
世
文
学
全
般
へ
の
林
家
の
影
響
の
大
き
さ
を
さ
し
引
い
て
も
、
や
は
り
突
出
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

一
方
、
惟
中
作
の
随
筆
「
続
無
名
抄
』
・
「
一
時
随
筆
」
に
は
和
漢
に
わ
た
る
林
家
の
学
問
、
或
い
は
林
家
経
由
の
中
国
詩
学
の
知
識
を
そ
の

ま
ま
受
け
売
り
す
る
箇
所
が
多
い
。
そ
の
際
出
典
を
明
記
せ
ず
に
、
全
く
の
劉
窃
と
思
わ
れ
る
場
合
す
ら
あ
る
。
し
か
し
諸
芸
に
通
暁
す
る
惟

中
は
、
林
家
の
学
識
を
い
く
ぶ
ん
敷
術
し
て
、
そ
れ
に
自
分
な
り
の
知
見
を
加
え
、
最
終
的
に
は
歌
論
な
り
、
俳
論
な
り
、
和
漢
比
較
文
学
論

な
り
、
興
味
深
い
一
家
の
言
に
仕
上
げ
た
条
も
少
な
く
な
い
。
本
稿
で
は
林
家
の
学
問
と
の
関
係
を
視
座
に
「
記
調
詞
章
の
学
」
に
由
来
す
る

惟
中
の
文
業
の
一
面
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

岡
西
惟
中
と
林
家
の
学
問

陳
可
閂
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岡西惟中と林家の学問

岡
西
惟
中
と
い
え
ば
談
林
随
一
の
論
客
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
俳
譜
以
外
に
彼
は
漢
詩
、
和
歌
、
連
歌
、
書
道
の
諸
芸
に
も

精
通
し
、
当
代
有
数
の
教
養
人
で
も
あ
っ
た
。
上
野
洋
三
氏
は
惟
中
著
「
白
水
郎
子
紀
行
」
（
天
和
三
年
〈
一
六
八
三
〉
序
刊
）
の
記
述

に
大
淀
三
千
風
と
芭
蕉
の
面
影
も
感
じ
ら
れ
、
自
ら
明
白
な
記
録
を
残
し
た
惟
中
の
こ
と
を
「
元
禄
文
壇
の
典
型
的
人
物
」
と
論
じ
ら
れ

（
ｌ
）

て
い
る
。
か
く
の
如
く
多
才
で
、
し
か
も
典
型
性
を
も
つ
人
物
で
あ
る
が
、
彼
の
文
業
を
支
え
る
教
養
の
基
盤
に
は
一
体
ど
の
よ
う
な
も

の
が
あ
っ
た
の
か
。
本
稿
で
は
俳
論
、
紀
行
文
、
古
典
注
釈
、
随
筆
と
い
っ
た
多
岐
に
わ
た
る
惟
中
の
著
述
を
俎
上
に
載
せ
、
彼
と
林
羅

山
を
は
じ
め
と
す
る
林
家
の
学
問
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。

（
２
）

「
白
水
郎
子
紀
行
」
巻
一
に
天
徳
山
南
源
大
和
尚
（
南
源
性
派
）
に
呈
し
た
惟
中
の
手
札
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
時
に
天
和
二
年

〈
一
六
八
二
〉
の
春
、
惟
中
は
四
十
四
歳
で
あ
っ
た
。

ク
シ
テ
ス

ー
時
軒
惟
中
恭
稽
首
啓
二
リ
ノ
カ

ス

ー
ー

タ
ヒ
ル
ニ
ハ
ト
、
ン
ヲ
ニ
ハ
ト
ス
ヲ

天
徳
山
南
源
大
和
胤
竹
櫛
収
一
・
拙
爲
二
巴
西
假
儒
一
・
寓
二
止
子
當
邦
坂
上
一
。
寒
暑
五
遷
・
日
一
業
一
讃
耕
一
、
暮
事
二
翰
墨
一
・

リ
ノ

ヘ
ヲ

ヲ

ノ
ナ
リ

為
二
童
蒙
之
師
一
。
不
し
傳
レ
道
。
不
し
解
し
惑
。
記
調
詞
章
之
學
也
。
…

は
じ
め
に

I■■■■■■■■
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天
和
年
間
と
い
え
ば
、
惟
中
が
次
第
に
俳
壇
の
第
一
線
か
ら
退
き
か
け
る
頃
で
は
あ
る
が
、
ま
だ
俳
譜
を
本
業
と
し
て
い
た
時
期
で
あ

（
３
）る
。
相
手
の
南
源
性
派
は
隠
元
禅
師
と
と
も
に
明
か
ら
渡
来
し
た
黄
檗
僧
で
あ
り
、
唐
土
の
人
に
も
分
か
り
や
す
い
職
業
名
を
心
掛
け
た

た
め
か
、
俳
諮
師
で
あ
る
惟
中
は
自
分
の
こ
と
を
「
假
儒
」
と
称
し
た
。

（
４
）

「
儒
」
の
定
義
に
つ
い
て
、
江
戸
時
代
の
知
識
人
に
と
っ
て
最
も
身
近
な
書
物
の
一
つ
で
あ
る
『
古
文
真
宝
」
の
注
解
に
、
「
儒
と
は

儒
釈
道
と
云
る
時
は
三
つ
な
れ
ど
も
、
学
問
を
し
て
道
を
明
む
る
を
儒
と
云
也
」
と
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
「
道
を
明
」
ら
か
に
す
る

た
め
に
学
問
を
す
る
人
は
真
の
儒
者
で
あ
る
。
対
し
て
「
假
儒
」
の
惟
中
は
道
を
伝
え
ず
、
惑
い
も
解
け
な
い
「
童
蒙
の
師
」
の
レ
ベ
ル

に
過
ぎ
な
い
と
自
覚
し
て
い
る
。
そ
の
言
が
心
底
か
ら
の
も
の
で
は
な
い
に
し
て
も
自
ら
「
儒
」
と
名
乗
っ
た
以
上
、
惟
中
に
は
学
問
を

嗜
ん
だ
こ
と
へ
の
自
負
も
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

本
人
も
明
言
し
た
通
り
、
彼
の
学
問
は
い
わ
ゆ
る
「
記
調
詞
章
の
学
」
（
経
典
を
暗
調
し
、
詩
文
を
巧
に
修
辞
す
る
学
問
）
で
あ
る
。

惟
中
著
「
続
無
名
抄
』
（
延
宝
八
年
〈
一
六
八
○
〉
刊
）
巻
上
・
第
一
条
「
平
等
院
建
立
の
事
」
の
書
き
出
し
は
こ
う
で
あ
る
。
「
学
文
に

（
５
）

こ
こ
ろ
さ
し
あ
る
も
の
は
、
詩
一
絶
、
奇
一
首
に
て
も
、
心
を
と
め
て
記
臆
す
へ
き
事
也
」
。
学
問
の
研
錯
に
あ
た
り
、
何
よ
り
躬
行
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
古
典
の
暗
記
で
あ
る
と
彼
は
考
え
た
。
さ
て
、
そ
の
よ
う
な
「
記
調
詞
章
の
学
」
と
俳
譜
の
創
作
と
は
ど
う
い

う
関
係
に
あ
る
か
、
ま
ず
惟
中
の
俳
譜
観
を
押
さ
え
て
お
こ
う
。

（
６
）

『
俳
譜
蒙
求
』
（
延
宝
三
年
〈
一
六
七
五
〉
刊
）
巻
下
の
一
節
で
あ
る
が
、
惟
中
は
俳
譜
の
本
質
を
論
じ
て
故
事
や
物
語
を
踏
ま
え
た
う

た
、
言
葉
を
か
さ
り
、
は
な
を
さ
か
せ
、
古
事
も
の
か
た
り
を
も
あ
ら
ぬ
事
に
引
た
か
へ
る
雛
案
す
る
と
、
寓
言
の
う
そ
を
つ
く

と
、
こ
れ
ふ
た
つ
を
本
意
と
し
る
へ
し
。
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「
源
氏
物
語
」
を
は
じ
め
『
古
今
和
歌
集
」
、
「
伊
勢
物
語
」
、
「
白
氏
文
集
」
、
三
史
、
五
経
、
『
文
選
」
な
ど
、
必
読
書
の
数
々
が
延
々

と
羅
列
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
つ
ま
り
、
俳
譜
を
作
る
こ
と
に
必
要
な
和
漢
の
学
識
は
和
歌
と
連
歌
の
そ
れ
に
比
べ
て
少
し
も
劣
ら
な

（
８
）

い
、
無
学
の
人
は
俳
譜
が
作
れ
な
い
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
無
論
、
そ
の
よ
う
な
考
え
方
は
何
も
惟
中
一
己
の
創
見
と
は
言
え
ま
い
。
そ

も
そ
も
彼
が
「
な
に
か
し
か
書
る
も
の
に
」
と
最
初
か
ら
断
っ
た
よ
う
に
、
右
に
掲
げ
た
文
章
は
ほ
ぼ
す
べ
て
池
田
是
誰
著
『
玉
櫛
笥
』

（
寛
文
二
年
〈
一
六
六
二
〉
刊
「
初
本
結
」
巻
八
）
の
写
し
で
あ
り
、
惟
中
の
発
言
は
結
局
貞
門
の
主
張
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
て
い
た
に

（
７
）

え
で
、
そ
こ
か
ら
「
あ
ら
ぬ
事
」
と
「
寓
言
の
う
そ
」
を
作
り
、
言
葉
を
も
て
あ
そ
ぶ
こ
と
こ
そ
本
当
の
俳
譜
で
あ
る
と
力
説
す
る
。
要

す
る
に
、
手
法
は
翻
案
と
寓
言
の
二
つ
に
限
り
、
素
材
は
古
典
に
求
め
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
。
惟
中
は
明
ら
か
に
古
典
の
教
養
を
俳
諮

の
創
作
基
盤
に
据
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
態
度
は
次
の
条
（
同
書
巻
下
）
で
も
鮮
明
に
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
が
、
長
文
な
る

ゆ
え
、
適
宜
省
略
し
つ
つ
引
用
す
る
。

な
に
か
し
か
書
る
も
の
に
、
京
極
黄
門
の
奇
の
よ
み
か
た
に
源
氏
、
さ
こ
ろ
も
見
ざ
ら
ん
寄
人
を
そ
し
り
、
詠
寄
の
大
概
に
も
古
今

集
、
伊
勢
も
の
語
、
後
撰
、
拾
遺
を
ま
な
ぶ
へ
し
。
又
白
氏
文
集
第
一
第
二
の
畉
常
に
も
て
あ
そ
ふ
へ
し
と
も
あ
そ
は
し
た
り
。
又

三
史
、
五
經
、
文
選
を
ま
な
ふ
へ
し
と
女
の
寄
仙
た
に
云
り
。
い
ま
の
俳
譜
は
ば
さ
ら
ご
と
嵐
の
み
こ
国
ろ
へ
て
す
る
に
よ
り
、
あ

る
は
連
寄
し
の
そ
し
り
に
あ
ひ
、
あ
る
は
奇
よ
み
の
に
く
み
に
あ
へ
る
事
也
。
こ
れ
俳
譜
師
の
學
文
せ
ぬ
故
也
。
：
．
又
千
載
集
の
序

に
か
ら
國
日
の
本
の
ひ
ろ
き
文
の
み
ち
を
も
ま
な
は
す
、
し
か
の
そ
の
鷲
の
ね
の
ふ
か
き
み
の
り
を
悟
る
に
し
も
あ
ら
す
。
た
、
か

な
の
四
十
字
あ
ま
り
七
文
字
の
う
ち
を
出
ず
と
書
る
。
…
こ
の
無
才
の
人
を
も
み
ち
に
引
入
ん
と
す
る
の
階
梯
也
。
奇
も
連
歌
も
俳

譜
も
、
才
智
な
く
文
盲
に
し
て
な
ん
そ
堪
能
の
名
を
得
、
上
手
と
も
人
に
よ
は
れ
ん
や
。
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無
学
を
斥
け
る
、
教
養
主
義
と
も
い
う
べ
き
古
典
重
視
の
姿
勢
は
、
惟
中
の
俳
風
を
決
定
づ
け
る
大
き
な
要
素
の
一
つ
で
あ
る
。
枚
挙

に
暹
が
な
い
が
、
「
記
調
詞
章
の
学
」
を
実
践
し
た
彼
の
努
力
が
俳
諮
の
創
作
に
役
立
っ
た
例
と
し
て
、
『
白
水
郎
子
紀
行
』
巻
二
の
一
箇

所
を
示
す
と
、

惟
中
は
観
音
寺
村
と
い
う
地
元
の
地
名
か
ら
菅
原
道
真
「
不
州
門
」
（
「
和
漢
朗
詠
集
』
所
収
）
の
一
聯
を
思
い
出
し
、
招
い
て
く
れ
た
主

人
へ
の
風
流
な
挨
拶
と
し
て
漢
詩
の
表
現
を
新
築
祝
い
の
発
句
に
換
骨
し
た
の
で
あ
る
。
前
述
し
た
彼
の
俳
譜
観
か
ら
す
れ
ば
素
材
に
し

て
も
、
手
法
に
し
て
も
、
ま
さ
に
手
本
た
る
べ
き
一
句
で
あ
ろ
う
。

（
９
）

過
ぎ
な
い
。

古
典
の
熟
読
や
訶
章
を
暗
記
す
る
以
外
に
、
も
う
一
つ
惟
中
が
大
事
だ
と
考
え
た
の
は
識
字
の
こ
と
で
あ
る
。
彼
は
天
和
三
年

〈
一
六
八
三
〉
刊
宣
時
随
筆
」
・
「
林
道
春
那
波
道
円
咄
し
の
事
」
の
中
で
、
「
す
べ
て
字
を
し
ら
ず
し
て
は
、
学
文
に
う
と
し
」
と
し

も
お
か
し
。

リ
ン
シ
ヤ
ウ
テ
イ

タ
ク

フ
ル
ヒ

ハ
ー
フ

林
昌
亭
興
行
。
新
宅
あ
る
を
風
飾
、
ち
り
を
月
に
掃
ふ
。

カ
ハ
ラ
ト
フ
ロ
ウ

瓦
新
し
都
府
楼
の
月
よ
り
も
な
を

卜
フ
ロ
ウ
ワ
ッ
カ
ニ
ノ
ヲ

ニ
ハ
タ
マ
キ
ク
ノ
ヲ

ホ
ン
ア
ン

都
府
楼
縫
見
二
瓦
色
一
、
観
音
寺
只
聴
二
鐘
聲
一
と
あ
る
を
翻
案
し
た
る
也
。
観
音
寺
む
ら
の
名
は
い
さ
、
か
か
な
ふ
べ
か
ら
む

■■■■■■
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（
、
）

て
、
「
す
べ
て
な
に
の
書
に
も
、
う
み
て
ざ
し
を
き
、
し
づ
か
な
る
こ
ろ
は
、
字
書
を
開
て
み
る
事
、
第
一
の
学
文
な
り
と
」
重
ね
て
漢

字
一
つ
一
つ
の
意
味
を
知
る
こ
と
の
重
要
性
を
強
調
し
て
い
る
。
そ
れ
を
説
明
す
る
た
め
に
惟
中
は
和
刻
本
『
鶴
林
玉
露
』
（
慶
安
元
年

〈
一
六
四
八
〉
刊
）
地
集
・
巻
五
に
あ
る
「
識
字
」
の
一
節
も
引
用
し
た
が
、
何
よ
り
も
結
論
を
導
く
前
置
き
と
し
て
こ
の
条
の
タ
イ
ト

ル
に
も
な
っ
て
い
る
、
林
羅
山
と
那
波
活
所
の
逸
話
が
挿
入
さ
れ
た
こ
と
は
興
味
深
い
。

中
国
の
詩
話
や
文
話
に
似
た
よ
う
な
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
恐
ら
く
惟
中
の
創
作
と
思
わ
れ
る
。
羅
山
と
活
所
の
二
人
を
第
一
級
の
知

識
人
と
し
て
登
場
さ
せ
、
し
か
も
僅
か
な
が
ら
活
所
よ
り
羅
山
の
方
が
さ
ら
に
博
識
で
あ
る
こ
と
を
ほ
の
め
か
す
話
の
内
容
か
ら
、
惟
中

に
お
け
る
羅
山
へ
の
傾
倒
が
窺
え
る
。
同
じ
雪
時
随
筆
』
の
中
に
「
つ
れ
人
Ｉ
の
抄
野
槌
と
い
ふ
事
」
も
書
か
れ
て
い
る
が
、

ヨ

ウ
ム
テ

つ
れ
人
～
草
の
抄
を
林
氏
道
春
編
集
し
て
野
槌
と
名
づ
く
。
も
と
野
槌
と
い
ふ
は
神
の
名
也
。
神
代
の
巻
四
神
出
生
の
下
に
、
生
ニ

ク
サ
ノ
オ
ヤ
ノ
ヒ
メ
ヲ

ノ
ッ
チ
卜

草
祖
草
野
姫
一
、
亦
名
二
野
槌
一
。
い
ま
此
抄
は
、
つ
れ
み
、
草
の
た
め
に
は
、
お
や
た
る
抄
な
れ
ば
、
野
つ
ち
と
名
付
し
也
。

い
つ
の
と
し
、
い
つ
の
日
の
事
に
か
有
け
ん
。
那
波
道
円
閑
窓
の
も
と
に
漢
書
を
開
て
見
給
ふ
こ
ろ
、
林
氏
道
春
来
り
。
道
円
は
何

を
か
み
給
ふ
と
有
し
に
、
い
や
漢
書
を
み
る
と
答
へ
給
ふ
に
、
道
春
、
さ
て
そ
の
文
字
一
ま
い
の
う
ち
、
い
く
つ
ほ
ど
覚
え
給
は
い

文
字
有
や
と
問
給
ふ
に
、
五
六
字
ば
か
り
お
ぼ
え
ず
と
聞
え
け
れ
ば
、
わ
れ
は
二
三
字
よ
り
外
し
ら
ぬ
字
は
な
し
と
申
さ
せ
け
り
と

ぞ
0

｝
」
玉

Ｌ
『
Ｅ
一
印
ェ
力
拭
一
別
ク
人
イ
ニ

ろ
ふ
か
き
抄
の
名
也
。
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か
よ
う
な
関
係
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
か
、
直
門
の
師
承
で
は
な
い
が
、
惟
中
は
自
著
の
随
所
に
お
い
て
林
家
の
学
を
受
け
継
ぐ
姿

勢
を
示
し
て
い
る
。
『
徒
然
草
』
関
連
で
言
え
ば
、
彼
の
著
わ
し
た
『
徒
然
草
直
解
』
（
貞
享
二
年
〈
一
六
八
五
〉
刊
）
、
『
真
字
徒
然
草
』

（
元
禄
二
年
〈
一
六
八
九
〉
刊
）
に
は
、
羅
山
の
『
野
槌
』
は
勿
論
の
こ
と
、
『
羅
山
林
先
生
文
集
』
、
「
本
朝
神
社
考
』
、
『
多
識
編
』
、
林

鴦
峰
の
『
日
本
国
事
跡
考
』
、
林
読
耕
斎
の
『
本
朝
通
史
』
、
林
梅
洞
の
『
史
館
茗
話
』
等
、
林
家
三
代
の
著
作
が
揃
っ
て
引
か
れ
て
い

耕
斎
の
子
武
雅
の
撰
に
よ
る
「
先
考
耕
斎
先
生
略
伝
」
（
内
閣
文
庫
蔵
『
耕
斎
先
生
全
集
』
所
収
）
で
は
、
少
年
耕
斎
の
経
歴
に
つ
い

て
先
師
菅
得
庵
の
没
後
、
「
寛
永
十
年
癸
酉
、
十
有
六
歳
。
初
め
て
江
都
に
至
る
。
羅
山
林
先
生
の
門
に
遊
学
す
。
明
年
罷
て
帰
る
」
（
原

漢
文
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。
僅
か
一
年
間
の
遊
学
で
は
あ
る
が
、
耕
斎
は
実
際
に
羅
山
の
譽
咳
に
接
し
た
門
生
の
一
人
で
あ
る
。
そ
の
耕

（
喝
）

斎
よ
り
教
え
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
惟
中
の
証
言
を
信
じ
て
よ
い
な
ら
、
彼
は
羅
山
の
孫
弟
子
に
も
数
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

と
し
て
有
名
で
あ
る
。

こ
こ
で
も
や
は
り
羅
山
の
著
作
に
対
し
、
惟
中
は
賛
辞
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
。
『
徒
然
草
』
と
い
え
ば
惟
中
白
身
も
講
釈
を
し
て
い
た
し
、

注
釈
書
も
出
版
し
て
い
る
。
『
野
槌
』
命
名
の
所
以
を
明
か
し
た
こ
の
話
は
、
惟
中
の
『
徒
然
草
』
注
釈
か
ら
生
れ
た
副
産
物
の
一
つ
と

考
え
ら
れ
よ
う
。
と
す
れ
ば
、
惟
中
を
羅
山
の
よ
き
理
解
者
と
看
倣
す
こ
と
も
で
き
る
。

す
で
に
指
摘
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
が
、
惟
中
の
言
う
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
彼
は
若
い
時
江
戸
で
菊
池
耕
斎
と
檜
川
半
融
軒
に
従
っ
て
儒

（
Ⅱ
）
（
吃
）

を
学
ん
だ
こ
と
が
あ
る
と
い
う
。
半
融
軒
に
つ
い
て
は
伝
記
が
未
詳
の
た
め
、
後
考
を
俟
つ
し
か
な
い
が
、
耕
斎
は
和
刻
本
「
円
機
活

法
」
（
明
暦
二
年
〈
一
六
五
六
〉
刊
）
や
『
陶
淵
明
全
集
』
（
明
暦
三
年
〈
一
六
五
七
〉
刊
）
な
ど
、
多
く
の
漢
籍
に
訓
点
を
施
し
た
儒
者

一

■■■■■

■■■■■■■■■■
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岡西惟中と林家の学問

梅
洞
著
・
鴦
峰
補

筆
で
あ
る
が
、
例
え

（
喝
）

あ
る
。

見
な
い
。
惟
中
の

検
討
し
て
み
よ
う
。

惟
中
と
同
時
代
の
人
で
、
同
じ
俳
譜
師
の
山
岡
元
隣
に
も
『
鉄
槌
」
（
寛
文
九
年
〈
一
六
六
九
〉
刊
）
と
い
う
、
『
徒
然
草
』
の
注
釈
書

が
あ
る
。
同
書
の
執
筆
に
あ
た
り
、
元
隣
も
羅
山
の
『
野
槌
』
を
利
用
し
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
し
か
し
羅
山
の
孫
梅
洞
ま
で

の
林
家
三
代
の
著
述
を
網
羅
的
に
引
用
す
る
特
徴
は
、
「
鉄
槌
』
に
は
見
ら
れ
な
い
。
そ
れ
ら
と
比
べ
て
、
惟
中
の
引
用
ぶ
り
は
、
近
世

（
Ｍ
）

文
学
全
般
へ
の
林
家
の
影
響
の
大
き
さ
を
さ
し
引
い
て
も
、
ひ
と
き
わ
突
出
し
て
い
る
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
方
、
惟
中
の
「
和
漢
朗
詠
集
諺
解
』
（
元
禄
六
年
〈
一
六
九
三
〉
刊
）
は
、
北
村
季
吟
『
和
漢
朗
詠
集
註
』
（
寛
文
十
一
年

〈
一
六
七
二
刊
）
に
つ
ぐ
、
近
世
前
期
に
お
い
て
二
番
目
に
上
梓
さ
れ
た
朗
詠
集
の
注
釈
書
で
あ
る
が
、
こ
ち
ら
の
惟
中
の
注
も
や
は

り
林
家
の
著
述
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
中
で
も
特
に
目
立
つ
の
は
、
同
書
に
お
け
る
『
史
館
茗
話
』
の
引
用
で
あ
る
。
そ
の
数
は
頭

注
と
傍
注
を
合
わ
せ
て
三
十
六
箇
所
に
も
の
ぼ
り
、
全
部
で
百
条
あ
る
茗
話
の
う
ち
、
実
に
三
分
の
一
以
上
は
そ
の
ま
ま
朗
詠
集
の
注
釈

と
し
て
惟
中
に
利
用
さ
れ
て
い
る
（
次
頁
一
覧
表
参
照
）
。
『
和
漢
朗
詠
集
諺
解
』
の
執
筆
中
、
惟
中
が
常
に
『
史
館
茗
話
』
を
参
照
し
て

い
た
こ
と
は
歴
然
で
あ
る
。
管
見
の
限
り
、
古
典
の
注
釈
に
か
く
も
林
家
の
著
述
を
前
面
に
持
ち
出
し
て
く
る
ケ
ー
ス
は
、
外
に
類
例
を

見
な
い
。
惟
中
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
は
那
辺
に
あ
る
の
か
、
『
和
漢
朗
詠
集
諺
解
』
に
お
け
る
『
史
館
茗
話
』
の
引
用
を
少
し
具
体
的
に

る
○

ル
コ
ト
ニ

ス
キ
ニ

ト
、
ン
テ
ル
ヲ

リ
二
ス
ハ
テ
ル
コ
ト

リ
キ
ー

菅
相
在
二
艇
所
一
三
年
。
行
住
坐
臥
不
し
過
二
一
室
一
・
欝
欝
送
レ
日
。
都
府
槙
在
し
眼
。
不
し
能
二
往
登
一
焉
・
観
音
寺
在
し
近
・

峰
補
『
史
館
茗
話
』
（
寛
文
八
年
〈
一
六
六
八
〉
刊
）
は
、
平
安
時
代
の
漢
詩
人
に
ま
つ
わ
る
逸
聞
を
集
め
た
漢
文
の
随

例
え
ば
『
和
漢
朗
詠
集
諺
解
』
の
中
で
、
二
回
も
引
用
さ
れ
た
『
史
館
茗
話
』
の
第
九
条
（
梅
洞
執
筆
）
は
次
の
通
り
で
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道
真
の
名
作
「
不
出
門
」
に
つ
い
て
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
ゞ
梅
洞
が
「
自
ら
謂
へ
ら
く
、
楽
天
が
詩
に
似
た
り
と
」

と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
筆
を
燗
く
の
は
、
読
者
を
考
え
さ
せ
る
余
韻
を
残
す
書
き
方
で
あ
る
。
「
都
府
楼
」
云
々
の
一
聯
が
惟
中
の
俳
譜
に

も
利
用
さ
れ
た
こ
と
は
、
先
述
の
通
り
で
あ
る
が
、
『
史
館
茗
話
」
の
こ
の
条
は
道
真
と
楽
天
の
詩
句
の
頭
注
と
し
て
、
「
和
漢
朗
詠
集
諺

ス
ハ
テ
フ
コ
ト

ｆ
、
タ
リ
〃
ヲ
ク

不
し
能
二
往
遊
一
焉
・
偶
得
二
一
聯
一
・
日

『史館茗話」

第八十三条

第十二条

第三十六条

第四十六条

第二十四条

第四十一条

第四十二条

第十七条

『和漢朗詠集諺解」

藤原公任

紀納言

紀齊名

田達音

一
覧
表罐

一
舜
一
錐
一
睡

巻一 『
和
漢
朗
詠
集
諺
解
』
に
お
け
る
「
史
館
茗
話
」
の
引
用

艤
誕
一
難
唾
嘩
縦
軸
睡
唾
罐
睡
嘩
嘩
睡
礎
儲
礎
儲
嘩
礎
瞬
睡
雛

鉾

王

明
親

謡
に
岬
緬
訴
手
識
細
需
榊
癖
榊
識
繩
華
呼
擢
に
峅
帳
誕
樒

串
ｒ
》
貼
貼
舞
い
串
乃
２

菅三品

江以言

後江相公

第七十二条

第七十条前中耆王兼明

後中害王具平親王 第七十一条

第五十六条

巻二

菅三品

源英明

ハ
ニ
ミ
ノ
ノ
ミ
ヲ

都
府
模
縄
看
二
瓦
色

第六-'一 匁
刻豆

第六-'一九条

第二十五条源英明

源爲憲 第三十八条

第四十二条

第十四条

菅輔昭

菅淳茂

第三十一条

第四十九条
巻三

ハ
ク
ノ
ノ
ミ
ヲ
ミ
ヘ
ラ
ク
タ
リ
ト
カ
ニ

観
音
寺
只
聴
二
鐘
聲
一
。
自
謂
似
二
楽
天
詩
一
也
。

第三十七条

第七十条前中害王

江以言 第三十四条

第六十二条

第四十四条芽
睡
蹄

驚第九条

第五条

惣第九条
第十八条

第二十七条

第二十八条

第五十五条

第三十三条

第四十三条

第六十八条

第六十七条

灘鴬識驚識慾患繊
後江相公

頭注

傍注

菅庶幾

江相公

菅三品

江匡衡

菅篤茂

巻八 擁
犀
一
雄
一
難
一
擁
一
擁
一
擁

獣
一
計 橘正通

橘侯草
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惟
中
は
『
史
館
茗
話
』
の
話
を
借
り
て
、
道
真
の
句
と
居
易
の
詩
と
の
関
係
を
示
唆
し
よ
う
と
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
。

話
が
こ
こ
ま
で
で
終
わ
れ
ば
、
惟
中
の
注
釈
は
十
分
賞
賛
に
値
す
る
と
言
っ
て
も
よ
い
が
、
し
か
し
彼
も
よ
く
利
用
し
た
と
思
わ
れ
る

イ
ア
イ

『
和
漢
朗
詠
集
註
』
の
永
済
注
に
よ
れ
ば
、
道
真
「
不
出
門
」
の
こ
の
一
聯
は
「
彼
居
易
ノ
遺
愛
寺
ノ
詩
ニ
ハ
猶
マ
サ
リ
ザ
マ
ニ
作
リ
タ

ョ
ッ
ギ
（
Ⅳ
）

マ
ヘ
リ
ト
ナ
ン
。
時
ノ
博
士
ド
モ
言
ケ
ル
ト
。
世
継
二
見
エ
タ
リ
」
と
い
う
。
『
大
鏡
』
の
時
平
伝
を
ひ
も
と
け
ば
、
確
か
に
該
当
の
記

（
肥
）事
が
存
在
す
る
。

（
⑲
）

さ
ら
に
言
え
ば
、
類
話
は
『
江
談
抄
』
第
四
に
も
見
え
る
。

（
略
）

解
』
の
巻
七
と
巻
八
に
繰
り
返
し
登
場
し
た
の
で
あ
る
。
注
釈
の
対
象
と
な
っ
た
の
は
、
左
記
の
二
箇
所
で
あ
る
。

都
府
楼
績
看
瓦
色
観
音
寺
只
聴
鐘
声
菅
家

都
府
槙
ハ
繕
二
瓦
ノ
色
ヲ
看
ル
観
音
寺
ハ
只
鐘
ノ
聲
ヲ
聴
ク

こ
れ
は
、
文
集
の
、
白
居
易
の
「
遺
愛
寺
鐘
歌
し
枕
聴
、
香
炉
峯
雪
溌
レ
簾
看
」
と
い
ふ
詩
に
、
ま
さ
ざ
ま
に
作
ら
し
め
た
ま
へ
り

と
こ
そ
、
昔
の
博
士
ど
も
申
し
け
れ
。
（
後
略
）

ノ
ハ
テ
ヲ
キ
ノ
ハ
テ
ヲ
ル

遺
愛
寺
鐘
歌
し
枕
聰
香
艫
峰
雪
擁
し
簾
看
白
（
巻
七
・
一
丁
表
）

ニ
ハ
ニ
ノ
ヲ

ニ
ハ
ク
ノ
ヲ

都
府
槙
繕
看
二
瓦
色
一
観
音
寺
只
聴
二
鐘
聲
一
菅
（
巻
八
・
三
丁
表
）
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（
釦
）

要
す
る
に
、
『
史
館
茗
話
』
の
第
九
条
で
さ
え
『
大
鏡
』
や
『
江
談
抄
』
の
記
述
に
基
づ
い
て
潤
色
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
お
い

て
『
史
館
茗
話
」
を
引
用
し
て
も
、
先
行
す
る
『
和
漢
朗
詠
集
註
』
の
指
摘
を
超
え
た
、
新
し
い
結
論
を
導
き
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

そ
れ
な
の
に
、
当
然
知
っ
て
い
た
は
ず
の
『
大
鏡
』
な
ど
の
記
述
に
触
れ
ず
に
、
ひ
た
す
ら
当
代
の
『
史
館
茗
話
』
を
抄
出
し
た
惟
中
の

行
動
は
、
い
さ
さ
か
奇
妙
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
こ
に
は
、
権
威
あ
る
林
家
の
著
作
を
自
分
の
注
釈
書
に
ち
り
ば
め
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
外
見
上
だ
け
で
も
今
ま
で
の
注
釈
と
は
異
な
る
、
独
自
の
個
性
と
博
識
多
聞
の
自
画
像
を
世
間
に
印
象
付
け
よ
う
と
す
る
彼

こ
う
し
て
見
る
と
、
古
典
注
釈
を
含
む
惟
中
の
自
己
ア
ピ
ー
ル
は
、
見
事
に
功
を
奏
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
な
お
、
百
庵
編
『
華
葉

（
羽
）

集
』
（
宝
暦
七
年
〈
一
七
五
七
〉
刊
）
の
中
に
も
『
史
館
茗
話
」
へ
の
言
及
含
和
漢
朗
詠
集
諺
解
』
の
引
用
）
が
あ
り
、
惟
中
の
『
和
漢

朗
詠
集
諺
解
』
は
、
結
果
と
し
て
林
家
の
著
述
を
広
く
江
湖
に
知
ら
し
め
る
役
割
も
果
た
し
た
の
で
あ
る
。

の
思
惑
が
見
え
隠
れ
し
て
い
る
。

（
別
）

後
の
俳
人
、
本
草
趣
味
家
と
し
て
も
名
の
知
ら
れ
た
寺
町
白
庵
は
「
歌
嚢
井
蛙
談
』
（
宝
暦
十
一
年
〈
一
七
六
一
〉
刊
）
の
巻
中
で
、

「
和
漢
朗
詠
集
』
所
収
藤
原
実
頼
の
詩
句
や
、
そ
れ
に
関
連
す
る
『
史
館
茗
話
」
第
六
十
九
条
を
引
い
て
款
冬
に
つ
い
て
の
考
証
を
行
っ

（
躯
）

た
が
、
巻
末
の
最
後
の
一
条
に
お
い
て
、
百
庵
は
こ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

○
此
説
ハ
和
漢
朗
詠
諺
解
に
載
る
虚
な
り
。
此
書
は
攝
州
浪
速
産
岡
西
惟
中
老
里
か
著
述
す
る
虚
。
和
歌
は
烏
丸
資
慶
卿
、
同
光
雄

卿
両
代
の
門
人
。
連
歌
は
西
山
宗
因
か
弟
子
な
り
。
滑
稽
は
其
餘
慶
な
り
。
今
の
軽
薄
無
識
の
徒
か
翫
ふ
誠
譜
に
は
あ
ら
す
。

此
詩
於
鎮
府
不
出
門
胸
句
也
。
其
時
儒
者
云
、
此
詩
、
文
集
香
炉
峰
雪
溌
簾
看
之
句
に
は
ま
さ
さ
ま
に
被
作
云
々
。

（
宝
暦
十
一
年
〈
一
七
六
一
〉
刊
）
の
巻
中
で
、
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岡西惟中と林家の学問

古
典
の
注
釈
だ
け
で
な
く
、
惟
中
の
随
筆
に
も
和
漢
に
わ
た
る
林
家
の
学
問
、
或
い
は
林
家
経
由
の
中
国
詩
学
の
知
識
を
そ
の
ま
ま
受

け
売
り
す
る
箇
所
が
多
く
、
出
典
を
明
記
せ
ず
、
剰
窃
と
思
わ
れ
る
場
合
す
ら
あ
る
。
『
続
無
名
抄
』
巻
上
に
「
長
明
海
道
記
の
説
の
事
」

（
型
）

こ
の
件
に
つ
い
て
、
幸
島
宗
意
『
倭
板
書
籍
考
』
（
元
禄
十
五
年
〈
一
七
○
二
〉
刊
）
巻
四
の
『
海
道
記
』
の
項
目
で
は
、
「
長
明
ノ
作

ト
云
傳
ヘ
タ
リ
。
不
審
ナ
リ
。
源
光
行
作
タ
ル
ヘ
シ
ト
訓
。
羅
山
文
集
二
見
へ
タ
リ
」
と
、
は
っ
き
り
羅
山
の
説
と
し
て
紹
介
し
て
い
る
。

そ
れ
を
手
が
か
り
に
羅
山
の
文
集
を
調
べ
る
と
、
巻
五
十
五
・
「
題
践
五
」
よ
り
「
鴨
長
明
海
道
記
賊
」
と
い
う
文
章
を
見
出
す
こ
と
が

（
妬
）

で
き
る
。

が
書
か
れ
て
い
る
。

コ
ソ
ツ
テ

賀
茂
の
長
明
か
海
道
の
記
、
世
挙
て
長
明
か
作
也
と
お
も
ふ
は
、
い
ふ
か
し
き
事
也
。
夫
木
抄
の
中
、
ふ
し
の
白
雲
の
詠
、
か
れ

こ
れ
数
首
、
皆
源
の
光
行
か
東
行
の
詠
と
す
。
後
の
奇
人
考
へ
み
る
へ
し
。

ス
ル
し
り

所
し
稻
誤
美
。

ノ
ー
ス
カ
ト
ル

ス
ル
ニ

ニ
セ
ノ
ノ

ノ

ヲ

ー
ア

カ
ノ
ト
レ
ハ
ノ

此
記
世
穗
鴨
長
明
所
レ
作
也
。
按
夫
木
抄
載
二
此
記
中
之
富
士
白
雲
等
倭
歌
數
首
一
。
皆
以
爲
二
源
光
行
東
行
之
詠
一
・
然
則
世
之

四

Ｉ
ｊ
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羅
山
は
晩
唐
詩
人
李
渉
の
「
葺
居
」
二
聯
珠
詩
格
」
巻
五
・
「
用
従
来
字
格
」
所
収
）
か
ら
、
杜
預
の
左
伝
癖
、
王
済
の
馬
癖
、
和
嶋

の
銭
癖
（
以
上
は
「
晋
書
』
・
「
杜
預
伝
」
）
、
王
福
時
の
誉
児
癖
（
「
新
唐
書
』
・
「
王
勃
伝
」
）
、
黄
庭
堅
の
香
癖
（
「
山
谷
詩
集
」
巻
五
・
「
買

天
錫
恵
宝
薫
乞
詩
予
以
兵
衛
森
画
戟
燕
寝
凝
清
香
十
字
作
詩
報
之
」
其
五
）
を
連
鎖
的
に
思
い
出
し
、
李
渉
の
愛
竹
趣
味
を
竹
癖
と
評
し

た
。
言
っ
て
み
れ
ば
、
ま
さ
に
歴
代
の
詩
文
に
ま
つ
わ
る
「
癖
」
尽
し
で
あ
る
。
そ
れ
を
踏
ま
え
た
惟
中
の
随
筆
は
、
『
続
無
名
抄
」
巻

上
に
記
さ
れ
て
い
る
。

羅
山
の
践
文
を
先
の
随
筆
と
読
み
比
べ
れ
ば
、
惟
中
は
た
だ
羅
山
の
文
章
を
読
み
下
し
た
だ
け
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
文
末
に
お
い

て
、
羅
山
が
「
世
の
称
す
る
所
誤
れ
り
」
と
断
定
し
た
の
に
対
し
、
惟
中
は
「
後
の
野
人
考
へ
み
る
べ
し
」
と
少
し
口
調
を
和
ら
げ
た
。

両
者
の
違
い
は
こ
の
部
分
の
み
で
あ
る
。

．
勿
論
、
諸
芸
に
秀
で
た
教
養
人
で
あ
る
惟
中
の
随
筆
が
、
す
べ
て
創
見
の
な
い
も
の
と
は
言
え
な
い
。
林
家
の
学
識
を
い
く
ぶ
ん
敷
術

し
、
自
分
な
り
の
意
見
を
加
え
、
興
味
深
い
内
容
に
仕
上
げ
た
条
も
少
な
く
な
い
。
例
え
ば
「
羅
山
林
先
生
文
集
」
巻
七
十
五
・
「
随
筆

十
こ
に
は
、
中
国
の
文
人
の
「
癖
」
に
関
す
る
話
が
あ
る
。

フ
ク
ヲ
ニ

シ
テ
ヲ
ク
ナ
ス
ヲ

ス
ハ
ヲ
メ
ノ

カ

ス
ル
ヲ
モ
ノ
カ

ノ
ク

李
渉
葺
レ
居
詩
、
從
來
愛
し
物
多
成
し
癖
、
辛
苦
移
レ
家
爲
二
竹
林
一
・
七
賢
王
子
猷
之
後
、
愛
し
竹
者
渉
乎
。
所
謂
三
年
受
用
多

ル
ノ
ヲ
イ
、
カ

カ

カ

カ

カ

カ

フ
カ
ヲ
ノ
、
ン

栽
レ
竹
之
謂
歎
。
杜
元
凱
左
傳
癖
、
王
武
子
馬
癖
、
和
嶋
銭
癖
、
王
禰
時
譽
兒
癖
、
黄
魯
直
香
癖
、
今
加
二
李
渉
竹
癖
一
・
此
外
可
レ

カ
ル

々
塞
李
○

人
こ
と
に
癖
と
い
ふ
も
の
あ
り
。
慈
鎮
和
尚
の
吾
に
、
人
毎
に
ひ
と
つ
の
く
せ
は
有
も
の
を
わ
れ
に
は
ゆ
る
せ
し
き
し
ま
の
道
。
是
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岡西惟中と林家の学問

こ
こ
に
お
い
て
も
、
惟
中
は
漢
詩
、
和
歌
、
連
歌
の
こ
と
を
縦
横
に
語
り
、
自
己
の
本
領
を
余
す
と
こ
ろ
な
く
発
揮
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
簡
単
に
内
容
を
要
約
す
れ
ば
、
漢
詩
も
和
歌
も
上
の
句
は
全
く
同
じ
で
、
下
の
句
は
ど
れ
が
優
れ
た
か
決
め
か
ね
る
ケ
ー
ス
が
あ
る

と
い
う
主
旨
の
話
で
あ
る
が
、
赤
羽
学
氏
は
早
く
も
こ
の
条
に
注
目
さ
れ
、
「
馬
上
に
残
夢
を
続
ぐ
」
と
い
う
表
現
の
類
似
を
論
じ
た
惟

「
癖
」
と
い
う
共
通
項
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
慈
鎮
の
和
歌
、
唐
土
の
故
事
、
自
己
の
随
感
が
滞
り
な
く
綴
ら
れ
て
い
て
、
短
い
な
が
ら

惟
中
の
技
量
が
十
分
に
窺
え
る
一
条
で
あ
る
。
慈
鎮
の
歌
を
見
て
直
ち
に
羅
山
の
随
筆
が
想
起
で
き
る
の
は
、
さ
す
が
「
記
謂
詞
章
の

学
」
に
長
じ
た
惟
中
と
思
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
同
じ
『
続
無
名
抄
』
の
巻
中
に
は
、
逆
に
漢
詩
の
こ
と
か
ら
和
歌
と
連
歌
に
思
い
を
馳
せ

た
場
面
も
見
ら
れ
る
。

ノ
ノ
ニ

ニ
ツ
ザ
／

ノ
ノ
ポ
ル
コ
ト
ヲ
ノ
カ
ニ
ク
ヲ
イ
ハ
ッ
テ
ニ
マ
タ
ク
（
妬
）

眉
山
早
行
詩
、
馬
上
續
二
残
夢
、
不
し
知
二
朝
日
昇
一
。
又
唐
王
駕
句
、
馬
上
續
二
残
夢
一
、
馬
噺
時
復
驚
。
上
の
五
字
同

し
。
東
波
よ
だ
れ
を
ね
ぶ
る
の
お
と
こ
に
あ
ら
す
。
名
誉
の
事
也
。
野
に
も
中
宮
権
太
夫
、
す
は
の
う
み
の
氷
の
上
の
か
よ
ひ
ち
は

け
さ
ふ
く
風
に
跡
た
え
に
け
り
。
堀
河
院
百
首
顕
仲
寄
、
す
は
の
海
の
氷
の
上
の
か
よ
ひ
ち
は
神
の
わ
た
り
て
解
る
也
け
り
。
上
の

句
相
違
な
き
の
上
、
詠
す
る
意
趣
ま
た
お
な
し
。
六
百
番
奇
合
の
判
に
百
首
の
う
ち
殊
に
秀
逸
に
あ
ら
す
は
、
さ
り
が
た
く
取
事
あ

カ

リ
と
也
。
王
駕
東
波
か
下
の
句
の
善
悪
い
つ
れ
な
ら
む
。
こ
の
奇
の
下
の
句
ま
た
い
つ
れ
か
ま
さ
ら
む
。
連
寄
の
事
、
前
句
た
に
か

は
れ
は
、
お
な
し
一
句
の
し
た
て
を
付
る
事
勿
論
難
す
る
事
な
し
。

ト
カ
イ
ニ
ノ
ク
セ
ア
リ
ブ
ニ
ノ
ア
リ
ケ
ウ
ニ
ノ
ア
リ
ジ
ニ
ホ
ム
ル
コ
ヲ
ロ
ジ
キ
ノ
ク
セ
ア
リ
セ
ウ
ニ
ノ
ア
リ

に
依
て
お
も
ふ
に
、
杜
元
凱
左
傳
癖
・
王
武
子
馬
癖
・
和
嶋
銭
癖
・
王
福
時
譽
レ
児
癖
。
黄
魯
直
香
癖
・
李
渉
竹
癖
・

イ
フ
ウ

ノ

余
お
も
ふ
に
、
盲
目
に
す
ね
た
る
癖
あ
り
。
名
人
に
異
風
の
癖
有
。
俳
詰
師
に
吟
声
癖
あ
り
。

1

、

ｌ
‐
Ｉ

Ｉ

ｌ
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内
容
と
い
い
、
話
の
構
造
と
い
い
、
惟
中
の
随
筆
が
羅
山
の
文
章
を
踏
ま
え
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
し
て
何
よ
り
、
両
方
と

も
「
馬
上
続
夢
」
句
の
鼻
祖
を
王
駕
と
し
た
と
こ
ろ
が
、
揺
る
ぎ
な
い
証
拠
と
な
る
ｐ
赤
羽
氏
も
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、
最
初
に
そ
れ
を

作
っ
た
の
は
王
駕
で
は
な
く
、
劉
駕
と
い
う
晩
唐
の
詩
人
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
惟
中
の
誤
り
と
い
う
よ
り
、
実
は
羅
山
の
記
憶
違

い
で
あ
っ
て
、
惟
中
は
羅
山
の
間
違
い
を
気
付
か
ず
に
、
詩
句
を
孫
引
き
し
た
た
め
に
そ
の
よ
う
な
結
果
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

王
駕
と
劉
駕
は
ほ
ぼ
同
時
代
に
生
き
た
詩
人
で
あ
り
、
二
人
と
も
唐
代
詩
人
の
伝
記
集
で
あ
る
『
唐
才
子
伝
』
に
収
録
さ
れ
た
人
物
で

あ
る
。
内
閣
文
庫
に
は
羅
山
手
沢
の
「
唐
才
子
伝
』
（
別
０
５
１
‐
０
０
０
２
）
が
現
存
し
て
お
り
、
同
書
の
巻
七
と
巻
九
に
は
、
そ
れ

ぞ
れ
劉
駕
と
王
駕
の
小
伝
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
時
代
も
同
じ
で
、
名
前
も
近
似
し
て
い
る
し
、
同
じ
書
物
か
ら
読
ん
だ
記
憶
も
あ
っ

て
、
さ
す
が
の
羅
山
も
二
人
の
こ
と
を
混
同
し
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
蘇
詩
と
劉
詩
の
雷
同
に
つ
い
て
、
中
国
で
は
羅
山
以
前
に
す
で
に
複
数
の
詩
話
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
い
ず
れ
も

明
人
の
著
述
で
あ
る
が
、
楊
慎
「
昇
庵
詩
話
』
巻
十
、
胡
応
麟
『
芸
林
学
山
』
巻
一
、
王
世
貞
『
芸
苑
届
言
』
巻
四
に
そ
れ
ぞ
れ
関
連
の

（
”
）

記
述
が
確
認
で
き
る
。
該
当
す
る
箇
所
を
和
刻
本
『
芸
苑
届
言
』
（
延
享
元
年
〈
一
七
四
四
〉
刊
）
よ
り
引
用
す
る
。

中
の
指
摘
は
、
清
の
乾
隆
帝
時
代
の
学
者
、
四
庫
全
書
の
編
纂
を
取
り
仕
切
っ
た
紀
的
（
字
は
暁
嵐
）

（
羽
）

し
か
し
、
『
羅
山
林
先
生
文
集
』
巻
三
十
六
・
「
問
対
六
」
に
も
「
馬
上
続
夢
」
の
一
篇
が
あ
る
。

ノ
ク

ク
ヲ

ノ
ル
ヲ
ク
ノ
ノ
ナ
ル
ヲ
ノ
ル
ニ
ヲ

二
リ
ノ

ク

眉
山
早
行
詩
云
、
馬
上
續
二
残
夢
一
、
不
し
知
朝
日
昇
・
始
驚
此
起
句
甚
奇
・
其
後
見
唐
詩
、
而
王
駕
既
有
二
此
句
一
・
云
、
馬

ク
ヲ

テ
ニ
ク
ノ
ス
ル
ヲ
ス
ナ
リ
ト

ネ
フ
ル
ノ
ヲ
ノ
ニ

シ
キ
カ
シ
ス
ル
カ
二

上
續
二
残
夢
一
、
馬
噺
時
復
驚
。
其
形
二
容
曉
行
一
爲
レ
切
実
。
波
老
非
下
舐
二
人
唾
挺
一
者
上
。
偶
然
相
同
歎
。
若
歩
二
騨
之
一
歎
。

ノ
レ
カ
レ
ナ
ル
ヤ

下
句
執
其
甲
乙
哉
。

１
０
１
０
＆
】
月

回
■
■
画
■
■
■
■
■
Ｄ
■
。
ｐ
Ｌ
■
一
口

（
”
）

よ
り
も
早
か
っ
た
と
い
う
。
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羅
山
は
恐
ら
く
こ
れ
ら
中
国
の
詩
話
か
ら
刺
激
を
受
け
て
、
「
馬
上
続
夢
」
を
書
い
た
の
だ
ろ
う
。
す
る
と
惟
中
の
随
筆
は
、
羅
山
の

文
集
を
通
し
て
受
容
さ
れ
た
中
国
の
詩
学
を
基
に
し
て
、
そ
こ
に
和
歌
や
連
歌
の
知
見
を
つ
ぎ
こ
み
、
最
終
的
に
は
一
種
の
和
漢
比
較
文

学
論
と
し
て
完
成
さ
せ
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ち
な
み
に
、
「
白
水
郎
子
紀
行
』
巻
二
に
次
の
よ
う
な
一
節
も
あ
る
。

こ
れ
も
ま
た
古
典
を
奪
胎
し
、
地
名
の
小
松
と
棟
梁
臣
で
あ
る
主
人
へ
の
賛
辞
を
掛
け
て
上
手
く
言
い
得
た
、
惟
中
ら
し
い
一
句
で
あ

る
が
、
自
分
が
蘇
軟
の
詩
を
踏
ま
え
て
発
句
を
作
る
こ
と
を
「
東
波
の
漣
を
す
す
る
」
と
表
現
し
た
と
こ
ろ
は
、
或
い
は
無
意
識
の
う
ち

に
羅
山
の
文
章
を
思
い
出
し
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

ア
ガ
タ

シ
ン
エ
イ
カ
ウ
イ
レ
ウ
チ
カ
シ
ン
キ
タ
ゴ
ン
ガ
シ

小
枩
の
縣
は
一
シ
柳
親
衛
校
尉
の
領
地
也
。
家
臣
喜
多
川
一
言
雅
士
の
も
と
に
行
て
、

ト
ウ
リ
ャ
ウ
ス
ガ
夕

棟
梁
の
姿
な
ら
む
小
枩
の
秋
よ
穐

ダ
ル
ノ
ー
リ
ノ
（
証
）
ヨ
ダ
レ

青
々
一
寸
松
、
中
有
二
棟
梁
姿
一
と
東
波
が
作
り
し
誕
を
す
図
り
た
る
な
る
べ
し
。

ク
ヲ

ル
ナ
リ
ニ
ク
テ
ニ
ク
ニ

ヲ

フ
ヲ
二
ク

ノ
ル
ヲ

劉
駕
馬
上
續
二
残
夢
一
・
境
頗
佳
・
下
云
、
馬
噺
而
後
驚
。
遂
不
レ
成
し
語
芙
。
蘇
子
贈
用
二
其
語
一
。
下
云
、
不
し
知
二
朝
日
昇
一
・

タ

ー
ア

ニ
（
犯
）
く
二

亦
未
し
是
。
至
三
復
改
爲
二
痩
馬
兀
残
夢
一
、
愈
墜
二
悪
道
一
・

ケ
ウ
ヲ
ウ

テ
イ
ネ
イ

一
日
饗
應
の
有
さ
ま
こ
と
に
丁
寧
な
り
き
。
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西
山
宗
因
「
蚊
柱
百
句
』
（
延
宝
二
年
〈
一
六
七
四
〉
刊
）
所
収
の
「
札
も
な
き
脇
指
ひ
と
つ
持
来
り
」
に
対
し
、
去
法
師
な
る
人
物

は
『
し
ぶ
団
』
（
延
宝
二
年
刊
）
を
書
い
て
、
「
脇
指
ひ
と
つ
と
は
、
耳
に
立
て
聞
え
侍
る
」
と
難
じ
た
。
惟
中
が
そ
れ
を
論
駁
し
、
宗
因

の
句
を
擁
護
し
よ
う
と
す
る
の
は
、
右
に
掲
げ
た
部
分
で
あ
る
。
惟
中
に
と
っ
て
『
羅
山
文
集
』
は
論
敵
を
一
蹴
す
る
伝
家
の
宝
刀
で
あ

る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
思
う
に
、
彼
が
羅
山
の
文
集
を
読
ん
で
「
馬
上
続
夢
」
の
一
篇
に
注
目
し
た
の
も
故
な
し
と
し
な
い
。

惟
中
は
延
宝
八
年
〈
一
六
八
○
〉
二
月
刊
「
俳
譜
破
邪
顕
正
返
答
」
の
巻
末
に
自
作
の
「
皮
肉
百
韻
」
を
付
し
た
が
、
そ
の
中
に
「
あ

そ
こ
さ
ま
へ
雲
の
衣
を
ふ
ん
ぬ
ぎ
て
／
延
喜
の
帝
慈
悲
の
雨
ふ
ら
す
」
と
詠
ん
だ
と
こ
ろ
が
あ
る
。
同
年
三
月
刊
『
俳
詰
破
邪
顕
正
返
答

（
弘
）

之
評
判
』
（
難
波
津
散
人
著
）
が
、
「
こ
の
句
、
正
章
が
よ
だ
れ
ね
ぶ
り
た
り
」
と
酷
評
し
た
の
で
、
同
三
月
下
旬
刊
『
俳
譜
破
邪
顕
正
評

惟
中
は
街
学
的
筆
癖
と
露
骨
な
自
己
宣
伝
に
よ
り
、
多
く
の
論
敵
を
作
っ
た
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
度
重
な
る
熾
烈
な
論
戦

の
中
で
、
い
わ
ば
最
新
鋭
の
武
器
と
し
て
彼
に
担
ぎ
出
さ
れ
た
の
は
、
林
家
の
著
作
で
あ
る
。
惟
中
著
『
し
ぶ
団
返
答
』
（
延
宝
三
年

（
記
）

〈
一
六
七
五
〉
刊
）
に
は
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

ハ
カ
セ
リ
ン

ラ
ザ
ン
ブ
ン
ジ
ウ
ケ
ウ
ト
ウ
イ
ッ
コ
（
認
）

近
代
の
博
士
林
氏
が
一
代
の
詩
文
あ
つ
め
て
「
羅
山
文
集
」
と
名
づ
く
。
そ
れ
に
も
「
脇
刀
一
ヶ
」
と
書
た
り
。
一
箇
と
は
ひ
と
つ

物
知
書

苦

．

と
い
ふ
事
な
り
。
さ
し
も
の
も
の
し
り
の
か
、
れ
し
子
細
こ
そ
あ
る
ら
め
。
何
は
し
ら
ぬ
、
く
る
し
う
な
い
事
さ
う
な
。
「
箇
」
の

ジ
ヨ
ゴ

心
覗
知

字
、
何
時
も
助
語
に
て
こ
、
ろ
は
な
い
字
ぞ
。
よ
く
／
Ｉ
学
文
の
ぞ
い
て
し
ら
る
く
し
。

五

-200-



岡西惟中と林家の学問

（
弱
）

平
穏
で
は
な
か
っ
た
。

『
続
無
名
抄
」
自
序
の
一
節
で
あ
る
。
「
養
閑
」
と
か
、
「
厭
塵
」
と
か
、
ま
る
で
物
外
の
逸
士
の
よ
う
な
口
吻
で
あ
っ
た
が
、
し
か
し

彼
は
俗
世
の
名
声
を
気
に
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
。
閑
中
の
一
興
で
あ
る
随
筆
を
書
い
て
い
た
時
す
ら
も
、
惟
中
の
内
心
は
、
実
は

判
之
返
答
』
に
お
い
て
、
惟
中
は
昌
挙
白
集
』
に
『
源
氏
』
の
歌
入
た
り
」
、
そ
し
て
「
小
野
の
篁
が
詩
、
白
楽
天
が
詩
に
同
じ
く
作
合

せ
し
事
、
三
首
ま
で
有
」
る
こ
と
を
取
り
上
げ
、
「
さ
れ
ど
も
よ
だ
れ
を
ね
ぶ
り
し
人
と
は
い
は
ず
。
還
て
名
誉
の
至
と
す
」
と
反
論
し

た
。
し
か
し
、
そ
の
甲
斐
も
な
く
、
同
五
月
刊
『
備
前
海
月
」
（
難
波
津
散
人
著
）
に
再
駁
さ
れ
る
羽
目
に
な
っ
た
。
そ
ん
な
中
で
延
宝

八
年
〈
一
六
八
○
〉
八
月
、
惟
中
の
随
筆
『
続
無
名
抄
』
が
上
梓
さ
れ
た
。

羅
山
経
由
の
、
少
し
不
正
確
な
情
報
の
入
っ
た
中
国
詩
学
の
知
識
が
惟
中
に
刺
激
を
与
え
た
こ
と
は
、
既
述
の
通
り
で
あ
る
が
、
そ
れ

と
は
別
に
「
波
老
人
の
唾
誕
を
舐
る
者
に
非
ず
」
と
い
う
、
「
馬
上
続
夢
」
に
記
さ
れ
た
羅
山
の
評
言
を
読
ん
だ
時
、
惟
中
は
我
が
事
に

引
き
合
わ
せ
、
大
い
に
喜
ん
だ
の
で
は
な
い
か
。
蘇
詩
と
劉
（
王
）
詩
に
お
け
る
表
現
上
の
類
似
は
、
「
名
誉
の
事
也
」
と
い
う
確
信
を
、

惟
中
は
羅
山
の
文
章
か
ら
得
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

そ
こ
か
ら
議
論
を
広
め
、
和
歌
の
場
合
も
「
百
首
の
う
ち
殊
に
秀
逸
に
あ
ら
ず
ば
、
さ
り
が
た
く
取
事
」
が
有
り
得
る
の
で
、
「
連
寄

の
事
、
前
句
た
に
か
は
れ
は
、
お
な
し
一
句
の
し
た
て
を
付
る
事
勿
論
難
す
る
事
な
し
」
と
い
う
結
論
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
彼

が
言
下
に
証
明
し
た
い
の
は
、
や
は
り
「
皮
肉
百
韻
」
に
お
け
る
自
作
の
正
当
性
で
あ
り
、
自
分
は
東
波
と
同
じ
よ
う
に
、
「
よ
だ
れ
を

ね
ぶ
る
の
お
と
こ
」
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

コ
ツ
ザ
シ
シ
ッ
ニ
カ
ウ
サ
ク
ス
グ
ン
ヲ
テ
ハ
ヲ
上
ヲ
シ
テ
ハ
ヲ
イ
ト
フ
ヲ
ス
ヤ
ョ
ロ
コ
ハ
シ
カ
ラ

ー
日
兀
二
坐
一
室
一
、
考
二
索
群
書
一
・
讃
し
之
養
レ
閑
、
詠
レ
之
厭
レ
塵
。
亦
不
レ
説
乎
。
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和
漢
に
わ
た
る
惟
中
の
教
養
の
基
盤
に
は
、
林
家
の
学
問
が
一
本
の
柱
と
し
て
存
在
し
、
そ
の
よ
う
な
影
響
関
係
の
究
明
は
惟
中
と
い

う
人
物
へ
の
理
解
に
も
繋
が
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
惟
中
ほ
ど
林
家
の
学
恩
を
蒙
っ
た
俳
詰
師
は
い
な
い
。
が
、
「
元
禄
文
壇
の
典
型

的
人
物
」
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
惟
中
に
お
け
る
林
家
の
学
問
の
摂
取
も
、
孤
立
し
た
現
象
と
は
思
え
な
い
。

同
時
代
の
俳
譜
師
で
あ
っ
た
芭
蕉
の
例
で
言
え
ば
、
羅
山
が
著
し
た
啓
蒙
的
な
仮
名
抄
『
届
言
抄
」
・
『
童
観
抄
』
は
、
「
お
く
の
ほ
そ

（
調
）

（
訂
）

道
』
に
も
利
用
さ
れ
、
俳
文
創
作
の
参
考
と
し
て
、
芭
蕉
の
机
上
に
は
羅
山
の
『
野
槌
』
が
置
か
れ
た
可
能
性
も
高
い
。
芭
蕉
が
林
鴦
峰

編
『
本
朝
一
人
一
首
』
を
真
剣
に
読
ん
で
い
た
こ
と
は
、
『
嵯
峨
日
記
』
の
記
述
に
徴
し
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。
漢
文
学
だ
け
で
な
く
、

（
銘
）

和
学
史
上
の
林
家
の
役
割
も
注
目
を
浴
び
つ
つ
あ
る
中
、
今
後
は
俳
文
学
へ
与
え
た
林
家
の
影
響
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
広
範
囲
の
検
討
が

必
要
な
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

〔
注
〕

（
１
）
上
野
洋
三
「
岡
西
惟
中
ｌ
元
禄
文
壇
の
典
型
的
人
物
」
、
「
解
釈
と
鑑
賞
』
、
二
○
○
○
年
五
月
。

（
２
）
引
用
は
愛
媛
大
学
文
学
資
料
集
４
『
白
水
郎
子
紀
行
・
其
日
く
さ
』
（
愛
媛
大
学
国
語
国
文
学
研
究
室
、
一
九
九
二
年
）
に
よ
る

が
、
善
通
寺
蔵
本
（
国
文
学
研
究
資
料
館
Ｍ
Ｆ
）
を
も
参
照
し
、
私
に
句
読
点
を
補
っ
た
。
傍
線
等
は
稿
者
に
よ
る
（
以
下
同
）
。

（
３
）
「
白
水
郎
子
紀
行
』
巻
二
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
善
通
寺
住
職
の
宥
謙
は
惟
中
に
詩
歌
を
贈
り
、
彼
の
こ
と
を
「
俳
譜
宗
匠
一
時
軒
」

と
呼
び
、
惟
中
自
身
も
発
句
の
中
で
今
回
の
旅
を
「
俳
譜
行
脚
」
と
称
し
て
い
る
。

お
わ
り
に
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岡西惟中と林家の学問

（
４
）
「
魁
本

大
成
』
率

（
５
）
引
用
些

成
』
（
日

（
６
）
引
用
”

補
っ
た
。

（
７
）
惟
中
は
『
俳
譜
破
邪
顕
正
評
判
之
返
答
』
（
延
宝
八
年
刊
）
の
中
で
も
、
「
故
事
も
来
歴
も
そ
の
ま
魁
句
作
り
て
は
自
分
の
作
聞
え

ず
。
も
と
の
事
を
ふ
く
み
て
そ
れ
を
あ
ら
ぬ
事
に
し
な
す
を
俳
譜
と
す
」
と
言
い
、
ま
た
古
典
を
踏
ま
え
た
句
の
評
価
に
つ
い
て
、

「
す
べ
て
点
者
の
点
す
る
に
も
、
故
事
を
ふ
ま
へ
古
き
も
の
が
た
り
の
根
ざ
し
あ
る
句
は
、
平
句
の
あ
ぶ
な
き
よ
り
も
＄
か
な
ら
ず

点
か
け
長
点
懸
る
事
大
事
の
秘
密
也
と
、
貞
徳
の
伝
受
ま
た
連
歌
師
の
な
ら
ひ
に
も
す
る
事
也
」
と
強
調
し
て
い
る
。

（
８
）
山
岡
元
隣
『
俳
譜
小
式
』
や
池
田
是
誰
『
初
本
結
』
に
も
、
俳
譜
に
お
け
る
古
典
教
養
の
重
要
性
を
説
く
記
述
が
見
ら
れ
る
こ
と

は
、
廣
木
一
人
氏
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
座
談
会
「
十
七
世
紀
の
文
学
」
、
『
文
学
』
、
二
○
一
○
年
五
月
）
。

（
９
）
同
じ
「
玉
櫛
笥
』
か
ら
の
受
け
売
り
と
し
て
、
『
誹
諮
破
邪
顕
正
返
答
」
（
延
宝
八
年
刊
）
に
あ
る
次
の
一
節
を
挙
げ
る
こ
と
も
で

き
る
。
「
詩
に
買
嶋
は
痩
た
り
、
孟
浩
然
は
寒
し
と
い
ひ
、
仏
法
に
も
多
問
の
阿
難
、
神
通
の
目
連
と
の
べ
、
儒
に
も
徳
行
に
は
顔

淵
・
閨
子
審
、
文
学
に
は
子
遊
・
子
夏
と
顕
し
、
和
歌
に
も
四
道
十
躰
と
い
ふ
事
あ
り
」
。

（
Ⅲ
）
引
用
は
『
日
本
随
筆
大
成
』
（
日
本
随
筆
大
成
刊
行
会
、
一
九
二
八
年
）
に
よ
る
。

（
Ⅱ
）
上
野
洋
三
「
岡
西
惟
中
年
譜
稿
」
含
国
語
国
文
』
第
三
十
七
巻
第
十
一
号
、
一
九
六
八
年
十
一
月
）
。
関
係
記
事
は
『
白
水
郎
子

紀
行
』
巻
一
と
『
続
無
名
抄
』
巻
中
・
「
ほ
り
か
ね
の
井
」
に
見
え
る
。

引
用
は
近
世
文
学
書
誌
研
究
会
編
「
近
世
文
学
資
料
類
従
・
古
俳
譜
編
卿
』
（
勉
誠
社
、
一
九
七
六
年
）
に
よ
る
。
『
日
本
随
筆
大

』
（
日
本
随
筆
大
成
刊
行
会
、
一
九
二
八
年
）
所
収
の
『
消
閑
雑
記
』
を
も
参
照
し
、
私
に
句
読
点
を
補
っ
た
。

引
用
は
天
理
図
書
館
綿
屋
文
庫
編
『
俳
書
叢
刊
』
〈
復
刻
版
〉
（
臨
川
書
店
、
一
九
八
八
年
）
第
二
期
に
よ
る
。
私
に
句
読
点
を

「
魁
本
大
字
諸
儒
菱
解
古
文
眞
寶
」
の
「
儒
」
に
対
す
る
注
釈
（
寛
文
三
年
刊
林
羅
山
解
・
鵜
飼
石
斎
補
『
古
文
真
宝
後
集
諺
解

巻

二
○
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（
〃
）
引
用
は
国
文
学
研
究
資
料
館
本
に
よ
る
。
私
に
句
読
点
を
補
っ
た
。

（
羽
）
『
華
葉
集
」
に
「
古
今
著
聞
集
、
史
館
茗
話
の
両
説
は
と
ま
れ
か
く
ま
れ
、
公
任
卿
の
三
芸
に
達
し
た
る
は
大
井
川
の
大
な
る
と

（
別
）
百
庵
（

詳
し
い
。

へへへへへへ へ
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（
岨
）
半
融
軒
が
田
村
建
顕
（
陸
奥
岩
沼
藩
二
代
藩
主
、
の
ち
一
関
藩
初
代
藩
主
）
の
学
問
の
師
で
も
あ
る
こ
と
は
、
一
関
市
立
図
書
館

蔵
『
御
年
譜
俗
稿
』
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
（
渡
辺
憲
司
「
近
世
大
名
文
芸
圏
研
究
』
、
八
木
書
店
、
一
九
九
七
年
）
。

（
田
）
「
岡
西
惟
中
年
譜
稿
」
の
指
摘
通
り
、
惟
中
の
言
う
こ
と
は
『
先
哲
叢
談
続
編
』
所
収
の
耕
斎
伝
か
ら
伺
う
耕
斎
の
経
歴
と
齪
嬬

す
る
部
分
が
あ
る
。
上
野
氏
は
「
ど
ち
ら
と
も
決
め
か
ね
る
」
と
論
じ
た
が
、
よ
り
信
懸
性
の
高
い
「
先
考
耕
斎
先
生
略
伝
」
を
参

照
し
て
も
、
や
は
り
惟
中
の
証
言
に
は
何
ら
か
の
記
憶
違
い
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

（
Ⅲ
）
中
で
も
羅
山
の
著
述
が
仮
名
草
子
、
浮
世
草
子
、
浄
瑠
璃
の
各
ジ
ャ
ン
ル
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
、
神
谷
勝
広
氏
の
一
連
の
論

考
（
「
近
世
文
学
と
和
製
類
書
」
、
若
草
書
房
、
一
九
九
九
年
）
が
あ
る
。

（
喝
）
引
用
は
南
摩
文
庫
本
（
国
文
学
研
究
資
料
館
紙
焼
写
真
）
に
よ
る
。
私
に
句
読
点
を
補
っ
た
。

（
賂
）
引
用
は
飯
田
市
立
図
書
館
本
（
国
文
学
研
究
資
料
館
Ｍ
Ｆ
）
に
よ
る
。

（
Ⅳ
）
引
用
は
「
北
村
季
吟
古
註
釈
集
成
」
（
新
典
社
、
一
九
七
九
年
）
に
よ
る
。

（
肥
）
引
用
は
橘
健
二
ほ
か
校
注
・
訳
「
大
鏡
』
（
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
、
小
学
館
、
一
九
九
六
年
）
に
よ
る
。

（
灼
）
引
用
は
後
藤
昭
雄
ほ
か
校
注
『
江
談
抄
・
中
外
抄
・
宮
家
語
』
（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
七
年
）
に
よ
る
。

（
別
）
「
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
」
・
「
史
館
茗
話
」
項
（
日
野
龍
夫
解
説
）
に
よ
る
と
、
「
材
料
は
「
江
談
抄
」
「
古
事
談
」
な
ど
か
ら
取

百
庵
の
『
歌
襄
井
蛙
談
』
に
つ
い
て
、
中
野
三
敏
『
江
戸
狂
者
傳
』
（
中
央
公
論
新
社
、
二
○
○
七
年
）
第
三
「
百
庵
簡
傲
」
が
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（
妬
）
引
用
は
京
都
史
蹟
会
編
『
羅
山
先
生
文
集
』
（
平
安
考
古
学
会
、
一
九
一
八
年
）
に
よ
る
。
東
洋
文
庫
本
一
国
文
学
研
究
資
料
館

紙
焼
写
真
）
を
も
参
照
し
、
一
部
の
誤
植
を
改
め
、
私
に
句
読
点
を
補
っ
た
。

（
恥
）
そ
れ
ぞ
れ
蘇
軟
「
太
白
山
下
早
行
至
横
渠
鎮
書
崇
壽
院
壁
」
と
劉
駕
「
早
行
」
の
首
聯
で
あ
る
。

（
〃
）
赤
羽
学
「
芭
蕉
に
お
け
る
伝
統
の
受
容
と
体
験
と
表
現
ｌ
『
野
晒
紀
行
』
の
小
夜
の
中
山
の
条
の
成
立
」
（
井
本
農
一
博
士
古
稀

記
念
『
俳
文
芸
の
研
究
』
、
角
川
書
店
、
一
九
八
三
年
）
。
氏
は
「
劉
駕
と
蘇
東
波
の
同
じ
『
早
行
』
の
詩
の
首
句
の
偶
合
を
紀
的
よ

り
早
く
指
摘
し
た
人
が
日
本
に
い
る
。
そ
れ
は
、
岡
西
惟
中
の
『
続
無
名
抄
』
（
中
略
）
で
あ
る
。
（
中
略
）
「
眉
山
』
は
『
太
白
山

下
』
、
「
王
駕
』
は
『
劉
駕
』
の
そ
れ
ぞ
れ
誤
り
で
あ
る
が
、
趣
旨
は
紀
灼
と
同
じ
こ
と
を
言
っ
て
い
る
」
と
論
じ
て
い
る
が
、
ま
ず

「
眉
山
」
は
東
波
を
さ
す
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
蘇
軟
は
四
川
眉
山
の
人
で
あ
る
。

（
路
）
羅
山
の
文
集
に
「
馬
上
続
夢
」
の
一
篇
が
あ
る
こ
と
は
、
池
澤
一
郎
「
蘇
執
の
『
残
夢
』
と
芭
蕉
の
『
残
夢
』
ｌ
林
家
詩
学
の
一

側
面
」
含
江
戸
風
雅
」
、
二
○
○
九
年
十
一
月
）
に
よ
る
。
該
当
の
文
章
は
児
輩
の
学
力
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
た
め
の
質
問
で
あ
り
、

そ
れ
に
対
す
る
読
耕
斎
の
回
答
は
『
読
耕
先
生
外
集
』
巻
四
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

（
羽
）
む
ろ
ん
、
羅
山
が
実
際
に
読
ん
だ
の
は
白
文
の
唐
本
や
そ
の
写
本
で
あ
ろ
う
。
紅
葉
山
文
庫
の
『
御
文
庫
目
録
』
に
よ
れ
ば
、

へ

24

たー
○ゴ『

い
ふ
く
し
」
（
引
用
は
雑

智
子
氏
の
翻
刻
に
よ
る
。

『
和
漢
朗
詠
集
諺
解
」
巻

所
説
を
踏
ま
え
て
い
る
。

引
用
は
長
澤
規
矩
也
・
阿
部
隆
一
編
『
日
本
書
目
大
成
』
（
汲
古
書
院
、
一
九
七
九
年
）
第
三
巻
に
よ
る
。
私
に
句
読
点
を
補
っ

（
引
用
は
雅
俗
の
会
編
『
雅
俗
文
叢
中
野
三
敏
先
生
古
稀
記
念
資
料
集
』
〈
汲
古
書
院
、
二
○
○
五
年
〉
所
収
の
関
澤

刻
に
よ
る
。
た
だ
し
、
同
翻
刻
の
「
古
は
著
聞
集
」
を
「
古
今
著
聞
集
」
と
改
め
た
）
と
あ
る
と
こ
ろ
は
、
明
ら
か
に

ノ

キ
ニ
シ
テ
シ
キ
ナ
リ
ク
ヘ
ス

ヘ
諺
解
」
巻
一
に
記
さ
れ
た
、
「
古
今
著
聞
集
、
史
館
茗
話
両
説
ノ
趣
大
同
少
異
也
。
宜
二
考
合
一
」
と
い
う
惟
中
の
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（
別
）
『
蘇
東
波
全
集
』
巻
十
六
・
「
故
李
承
之
待
制
六
丈
挽
詞
」
の
首
聯
。

（
胡
）
本
条
を
含
め
、
以
下
の
俳
書
の
引
用
は
、
飯
田
正
一
ほ
か
校
注
「
談
林
俳
譜
集
」
（
古
典
俳
文
学
大
系
、
集
英
社
、
一
九
七
一
年
）

（
釦
）
一

フ
（
》
○

（
剖
）
『
談
林
俳
譜
集
』
の
注
釈
に
よ
れ
ば
、
「
正
章
千
句
』
第
七
「
秋
螢
」
（
初
一
～
二
）
に
、
「
寒
き
夜
も
ふ
ん
ぬ
げ
ば
身
に
夏
ご
ろ
も

／
延
喜
の
帝
慈
悲
の
ふ
か
さ
よ
」
と
あ
る
。

（
弱
）
惟
中
の
現
実
的
な
欲
望
や
、
官
途
へ
の
野
心
は
、
夙
に
上
野
洋
三
氏
に
よ
っ
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
（
「
岡
西
惟
中
論
」
、
『
文
学
』
、

（
銘
）
羅
山
の
文
集
に
、
完
令

「
脇
刀
壹
柄
」
を
指
す
か
。

（
胡
）
本
条
圭

に
よ
る
。

（
蹄
）
広
田
二
郎
「
芭
蕉
の
芸
術
ｌ
そ
の
展
開
と
背
景
』
、
有
精
堂
、
一
九
七
九
年
。

（
訂
）
広
田
二
郎
冒
蕉
と
古
典
Ｉ
元
禄
時
垈
、
明
治
書
院
、
一
九
八
七
年
。
神
谷
勝
広
「
芭
蕉
俳
文
と
『
徒
然
草
』
注
釈
害
」
、
蓮

歌
俳
譜
研
究
」
、
一
九
九
七
年
三
月
。

（
銘
）
川
平
敏
文
「
和
学
史
上
の
林
羅
山
ｌ
「
野
槌
』
論
」
、
「
文
学
」
、
二
○
一
○
年
五
月
。

『
芸
苑
届
言
」
は
正
保
三
年
に
入
庫
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
中
村
幸
彦
「
石
川
丈
山
の
詩
論
」
（
「
中
村
幸
彦
著
述
集
」
第
一
巻
、
中

央
公
論
社
、
一
九
八
二
年
）
参
照
。

）
「
蘇
東
波
全
集
」
巻
八
・
「
除
夜
大
雪
留
雛
州
元
日
早
晴
遂
行
中
途
雪
複
作
」
に
「
東
風
吹
宿
酒
、
痩
馬
兀
残
夢
」
の
一
聯
が
あ

一
九
七
○
年
五
月
）
。

完
全
に
一
致
し
た
表
現
は
見
当
た
ら
な
い
。
或
い
は
、
巻
十
二
・
「
外
国
書
上
」
・
「
呈
占
城
国
主
」
に
見
え
る
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〔
付
記
〕
本
稿
は
平
成
二
十
二
年
度
俳
文
学
会
第
六
十
二
回
全
国
大
会
（
於
四
国
大
学
）
に
お
け
る
口
頭
発
表
に
基
づ
く
。
発
表
の
席
上

お
よ
び
そ
の
前
後
に
ご
教
示
、
ご
鞭
燵
を
賜
っ
た
諸
先
生
方
に
深
謝
申
し
上
げ
る
。
執
筆
に
あ
た
り
、
財
団
法
人
日
本
科
学
協

会
平
成
二
十
三
年
度
笹
川
科
学
研
究
助
成
よ
り
ご
支
援
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
す
る
。
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